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伊藤毅, 西村剛, 高井正成 
中国産 Macaca anderssoni の化石標本を CT 撮像し，その頭骨内部構造の解析と現生種との比較を行い，その系統
的位置について検討した。 
A-5) 四国の現生ニホンザルの形態学的研究 




















西村剛, 鈴木樹理(人類進化モデル研究センター), 宮部貴子(人類進化モデル研究センター), 松沢哲郎(思考言語分
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湯本貴和, 半谷吾郎, 辻野亮, 澤田晶子, 濵田飛鳥 
屋久島でニホンザルと同所的に生息する生物との関係について研究を行った。イチジクの仲間であるアコウの果
実を採食するニホンザルと鳥などの果実食者について調査した。また、ニホンザルのキノコ食による菌の胞子散布
について研究を行った。屋久島と大峰山脈において、シカの密度と植生の変化についても調査を進めている。 
C) 野生チンパンジーとボノボの研究 
橋本千絵, 伊左治美奈 
ウガンダ共和国カリンズ森林保護区、コンゴ民主共和国ルオー学術保護区でそれぞれチンパンジー、ボノボの社
会学的・生態学的研究を行った。遊動や行動と果実量との関係や、非侵襲的試料による生殖ホルモン動態の研究、
